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「洋才」の平成日本は，
「和魂」の明治日本を越えられるか
“Wakon”Identity Past and Present 
A Comparative Study of Japanese Identity 
in the Meiji and Heisei Periods 
石沢文規
Fuminori lSHIZAWA 
一一ー は じ めに一一一
この小論を始めるにあたって，あるエピソードを紹介したい。
4年前，筆者が，南オーストラリア大学教養学部で日本語と日本文化を教えていた頃のこと
である。当時，筆者は授業のかたわら，同学部からの委嘱を受けて，日本の大学との交流を円
滑にするためのコーデネイターを兼ねていた。ある年， 日本のある国立の教育大学から，学生10
名が同大学を訪れたことがあった。
筆者の授業時間に，オーストラリアとアジア諸国の学生諸君とこれら日本人学生たちが交歓
したときのことである。オーストラリア入学生から， 日の丸と君が代に関する質問が，日本人
学生に投げかけられた。その質問は，日の丸と君が代の由来を問うことに始まり，日本入学生
の日の丸と君が代への見解（賛否）を問うものであった。驚いたことに，日の丸と君が代への
自己の見解をいささかでも述べたものはこれら日本入学生のうちで誰ひとりとしていなかっ
たのである。日本入学生は，全員沈黙を保ったままであった。これには，オーストラリア人の
学生やアジア諸国の学生らの方が驚いてしまった。
このような日本人学生の様子から，将来，教員を希望するこれら学生諸君が，賛成にせよ反
対にせよ，日の丸と君が代に関する知識もなく，意見もない状況を目の当たり にして， 筆者は
博然とした。しかしこれは彼らに責任はない。日の丸と君が代への彼らの無関心は，新人類
の受けた教育の結果であり，また日本社会の状況の反映にすぎないことを思い知らされたので
ある。ともあれ，若き日本人学生が，賛否いずれの意見をももち得ないことに，筆者は憂慮せ
ざるを得なかったのである。
このようなことを目の当たりにして， 筆者は， その原因をいささか追及したのである。その
結果，「和魂jの有無，つまり日本人としてのアイデンティテイにかかわる問題に突き当たった。
先の例の日本入学生に，現代版「和魂」が欠如していることが，日の丸・君が代に関心を持ち
得ない原因ではなかろうかと， 筆者は思うようになったのである。
筆者のいう「和魂」とは，明治時代まであったといわれる武士道の世界観 ・倫理・心理 ・心
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情・文化・生活意識・生活規範など，日本民族共同体固有の精神である。
明治時代の日本には「和魂洋才」があったが，昭和日本は「和魂」を先の敗戦時に失ってし
まい，それ以来「和魂」の再形成もなく，平成日本には「洋才」だけしか残っていないのでは
なかろうか。
ところで，「和魂」のような民族共同体に固有の精神は，被圧迫民族国家の解放闘争・解放
戦争を支えるものであり，また侵略戦争を発動する要素ともなり得るものである。保守 ・革新
のいずれも問わず，それぞれのイデオロギーを支える要素である。敗戦後，右翼も左翼も「和魂」
の現代版の構築を志さなかった。
昨今，ボーダーレスとかグローパル化が喧伝されているが，事実，世界の各地では民族国家
の枠を越える動きが見られないではないが，しかしながら，そのような動きは現在のところ，
まだ主流にはなっていない。基本的には，世界の出来事は，いまだ民族国家の単位で決定され，
行動が取られている。当分の問，民族国家の消滅がありえない状況を考えると，民族国家の精
神ともいうべき 「和魂」を再形成できるか否かは，わが国の将来を左右することになるに違い
ない。将来，世界連邦政府ができても，日本人の存在証明である和魂は，その姿を変えつつ，
一段と高い目的のために活用されるであろう。
「和魂Jの全体像を描くことは，筆者の力量にあまることであり， スペースの制限からも無
理である。この小論では， 「和魂」喪失の経緯と，「和魂」のもつ国粋性と国際性に焦点を当て
ながら，敗戦後の日本人から，この「和魂」が失われた意味を考えることに限定したい。
1 .「和魂jのあった頃の日本
「和魂」をもっ明治時代の日本人が，欧米人から高く評価されたことがある。 村上兵衛 『守
城の人一明治人柴五郎大将の生涯』（光人社刊）には，次のことがイギリス人ピーター ・フ
レミング ［北京龍城』から引用されている。北京にあった欧米日11ヶ国の公使館が，義和田 （欧
米自の中国支配への抵抗組織として形成された中国民衆の組織体）の襲撃を迎え撃っために，
共同して龍城戦を展開した時の模様である。
「当時， 日本人とつきあう欧米人はほとんどいなかったが，この龍城をつうじてそれが
変わった。日本人の姿が模範生として，みなの目に映るようになった。 日本人の勇気，信
頼性，そして明朗さは，龍城者一同の賞賛の的となった。龍城に関する数多い記録の中で，
直接的にも間接的にも， 一言の非難を浴びていないのは，日本人だけである」（前掲書，500
頁）
「H ・H ・また，戦線で負傷し，麻酔もなく手術を受ける日本の兵士は，ヨー ロ ッパの兵士
のよう に泣き叫んだり，大きなうめき声を出したりはしなかった。彼は， 口の中に帽子を
突っ込んで，それを噛みしめ，少々稔りはしたが，そうして手術のメスの痛みに耐えた」（前
掲書，529頁）
「当時の欧米兵には，掠奪強姦は戦争の余録， といった常識が行き渡っていた。（中略）
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ところが日本軍は軍規粛正，個人的な非行はまったく行われなかった。市民はおどろいた。
そんな軍隊を，彼らはかつて見たことがなかった」（前掲書， 532頁）
村上氏は「看護にあたる欧米の婦人たちは，男ら しい日本将兵のファンになった」（前掲書，
530ページ）といい，このような日本兵の所作は「当時の日本人の国民性と考えるほかはなさ
そうであるJ（同ページ）という。村上氏のいう 「当時の日本人の国民性」は，武士道を抜き
にしては考えられない。武士道の生活原理・生活倫理を，まだ保っていた明治時代の日本人が
外国人に評価され国際的な称賛の的になったことは注目されていい。
ところで，北海道新聞「卓上四季」(1994・3・17）に，次のようなエピソードが紹介され
ている。アジア諸国を訪ねた日本人学校の山内武道校長（在インド・ボンベイ）の印象記である。
「科学技術について必ず賞賛を受けますが，日本人が評価される言葉は聞いたことがあ
りません。『経済一流，国民三流』と言われていることを目の当たり にしている感じです」
山内校長のいう 「日本人が評価される言葉は開いたことがありません」 は，いまの日本人に
はアイデンティティとしての 「和魂」がない，あるいはあっても低俗なものと解され，「科学
技術について必ず賞賛を受けますが」 は日本人の 「洋才」への賛辞と解釈してよかろう。
義和国との防衛戦において，外国人に賞賛された明治時代の「和魂Jをもっ日本人の行動と
は対照的に，先の山内校長のエピソードからも分かるように，外国人の平成日本の日本人への
評価は極めて低い。
昨今，日本では国際化のかまびすしいが，先のエピソードに示されているように，明治時代
の日本人は，平成の日本人よりも，はるかに国際人であったとはいえまいか。ここに，明治日
本と昭和・平成日本の遣いを知実に感じとれる。このような日本の状況を考えるとき，はたし
て，平成日本は明治日本を超えていると言えるのだろうか。
明治時代の日本人が持っていた“日本人としての存在証明”であり，かつ国際性をも有する「和
魂」を失い， しかもそれに取って代わる“もの”を持ち得ないでいるのが，平成日本の日本人
ではなかろうか。
2.「和魂」を失った日本
ところで，いつ「和魂」は滅びたのだろうか。その時期を特定するのは，はなはだ困難だが，
神風特攻隊による戦闘行動の終了をもって，つまり敗戦をもって 「和魂」消滅の時点としてよ
いと， 筆者は思う。
「和魂Jの崩壊を象徴するものとして，袖井林二郎氏著『マッカーサ のー二千日』（中公文庫）
に収録された手紙から，その冒頭部分を挙げたい。
「マツカーサ一元帥閣下 日本に御進駐なされて政治を改善日本国民全て喜ぶ事大なる
ことにて候…… （後略）J （前掲書，113頁）
「ああ偉大なる 神の選びし太柱
ダグラス ・マツカーサ一元帥よ 閣下はこよなき栄誉なる 天の使命の大任務 その
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双肩に担われつ…… （後略）」（前掲書， 116頁）
この二つの投書は，マッカーサー賛歌である。次の手紙は，同著者の『拝啓マツカーサー元
帥様一占領下の日本人の手紙』（中公文庫）から，やはり，その冒頭部分からの引用であるが，
それは日本米州化論である。
「米国代表マッカーサー閣下
謹啓誠に申兼ね候へ共日本之将来及び子孫の為日本を米国の属国となし被下度御願申
上候…・・（後略）」 （向上書， 30頁）
著者の袖井氏によれば，敗戦からわずか3週間の時点で，マッカーサーによる日本占領を賞
賛する，このような手紙が書かれたという。
この種の手紙は，推定約50万通にのぼり，手紙の書き手は「日本全国から文字通り老いも若
きも，男も女も，旧軍人から共産党員まで…… （略）」（前掲書9頁）にわたり，しかも， 「手
紙の大部分は占領に対して好意的であり， 書いている本人は意識していなくとも，そこには権
力者に身をすり寄せていく姿勢が見てとれる」（前掲書12-13頁）と袖井氏はいう。
さらに「新聞社の推定によると，全国紙への一通の投書の背後には，同じような考えを持ち
ながら筆をとらない人が100人から200人はいるというから，約50万通のマッカーサー （および
GHQ）への手紙は，当時の日本国民の多数が，占領に好意的であり何かを期待してことを示
すといってさしっかえなかろう」（前掲書13頁）とある。
そして 「世界史に数多い占領の歴史のなかで，外来の支配者にこれほど熱烈に投書を寄せた
民族はない」（前掲書9頁）という袖井氏の解説を聴くと，「和魂jの崩壊と喪失も，ここに極まっ
たということ以外に，筆者は述べる言葉を持たない。
袖井氏の前掲『マッカーサーの二千日Jによれば，マッカーサーは，その『回想記』のなかで，
このような当時の日本人の魂の崩壊現象を，次のように批評したという。
「一つの国，一つの国民が終戦時の日本人ほど徹底的に屈服したことは，歴史上に前例
をみない。日本人が経験したのは，単なる軍事的敗北や，武装兵力の壊滅や，産業基地の
喪失以上のものであり，外国兵の銃剣に国土を占領されること以上のものですらあった。
幾世紀もの問，不滅のものと して守られてきた日本的生き方に対する日本人の信念が，完
全敗北の苦しみのうちに根こそぎくずれ去ったのである」（前掲書101頁，下線は引用者）
この「和魂」の崩壊を，神風特別攻撃隊員の遺書の文脈においてみると，当時の日本人の国
民的規模での変節，つまり散華した神風特攻隊員への亡恩 ・裏切り，自己保身の醜悪さがよく
わかる。つぎは，彼らの遺書の一部である。
「母上様
やさしいやさしい母上様，いよいよ最后の別れが参りました。やさしいやさしいオカ
アサン，ほんとうにいろいろと済みませんでした。オカアサンの顔はいつまでもいつまで
も験の裏に描かれて居ます。元気で征きます。ご両親の写真をしっかり胸にいだいて行き
ます。“オカアーチャン”サヨウーナラj
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「達夫は最期まで元気で御国の為に散華していきます」
「天皇陛下のためとか，日本帝国のためとかで行くんじゃない。妻を護るために行くのだ」
これら若き日本青少年兵の神風特別攻撃隊員志願の動機には，いろいろあるが，彼らの遺書
を読むと，軍国主義思想、などの政治イデオロギーに鼓吹きれてというよ りも，素朴な感情によ
るものが日につく。つまり，自分が生命を捨てることによって，日本を，故郷を，あるいは妻
子を，そして尊敬する父母を護りたい。自己の肉弾でもって，運命共同体としての日本を守り
たいという必死の願いと覚悟が感じ取れる。
ところで，敗戦後の食料難の時期に，世田谷区のパン崖で白パンが配給されたときのことで
ある。
「ああ，マッカーサーのパンだ。将軍が下さったんだ。あの方は貧乏人を救って下さる。
パンを下さる征服者だJ（前掲『マッカーサーの二千日j121頁）
老人と病人は感激のあまり，人前もかまわず泣きだしたという。
これには唖然というか，博然とさせられる。先に挙げた特攻隊員の肉親・国民への思慕，遺志，
決意，犠牲などを考えるとき，いかに飢えているとはいえ，大人が 「ああ，マッカーサーのパ
ンだ……Jと泣き崩れるとは，何たる醜態だろうかと言わざるを得ない。
敗戦のその日まで，これら特攻隊員はマッカーサーの米軍と文字通り死闘を繰りひろげ， 米
英軍将兵に精神異常を生じさせる程の凄絶な戦闘を繰り広げていたのではないか。マッカー
サーからのパンの配給に感謝するのはいいにしても，占領軍の司令官に，あの様に屈辱的なま
でに平伏し，賞賛するとは，あま りにもひど過ぎるのではないか。
特攻隊員の遺志と心情に思いをはせるとき，これは特攻隊員に対する国民の冷酷な裏切りで
あり， 変節である。散華した神風特別攻撃隊員の 「崇高なる死」に対して，生き残った者のマッ
カーサーへの阿訣 ・叩頭 ・拝脆 ・迎合は，「生き恥じをさらす醜態jとでも評すべきであろう。
山本七平 『存亡の条件』（講談社学術文庫）には，ユダヤ民族の滅亡に関して，ヨセフス 『ユ
ダヤ戦記』 からの引用がある。
「われわれの都はかつて繁栄の極に達したのち，最も深い災いの淵に転落した……。私
の考えでは世界が始まって以来のいかなる悲運もユダヤ人のそれとは到底比較にならない
…。しかもその責任をいかなる外国人にも求めるわけに行かないからこそ，悲しみを押
さえられないのだ……。J（下線は，引用者。 37頁）
当時の日本人が持たなければならなかったものは，パンの配給に感泣するのではなく て，散
華した特攻隊員の無念にわが思いを重ね，「しかもその責任をいかなる外国人にも求めるわけ
に行かないからこそ，悲しみを押さえられないのだ……」 という悲哀であり，特攻隊員の遺志
を受け継ぎ，被占領からの脱却への希求と誓願でなければならなかった筈である。
この当時の国民の裏切りは，特攻隊員の献身が純真であるだけに，その裏切りの醜さ ・汚さ
は，いっそう深い。これでは，特攻隊員は犬死である。彼等を犬死にさせているのは，マッカー
サではなくて，われら日本人である。
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“食べなければ，生命を保てない”という，人間の宿命的な生存条件を考えると，このパン
を求める行為は，無理からぬ面もある。しかし， 生き残った者は， なりふり構わず， 占領軍配
給の「パン」に群がるという醜態を演じてまで生に執着した。それに引き換え，彼等の息子で
ある特攻隊員たちは，残る者のために生命を捨て，死線へ飛び込んで、いったのである。
これら特攻隊員を犬死にさせないためには，生き残った者は，いかなる事情があろうとも，
よしんば飢え死にしようとも，あのような屈辱的なパンの貰い方をしてはいけなかったのでは
なかろうか。
さて，この「和魂」の崩壊に露呈された日本人の精神の退嬰であるが，それは色川大吉氏の
指摘する 「止められぬ戦争を止めた」こととも関連するのではないかと筆者は考える。
色川大吉『わだつみの友へ』（岩波書店同時代ライブラリー）には， 8月15日の天皇の玉音
放送を聴いた武田徳三郎氏 （米軍による名古屋への空襲で，学徒動員で軍需工場で働いていた
二人の子息を失う）のことが取り上げられている。
「そんなパカな／手をあげてやめられる戦争なら，なぜもっと早く止めてくれなんだ。
陛下さま，ワシの息子らはこれで犬死になってしもうたや……J（前掲書114頁）
色川大吉氏はいう。「徳三郎さんの叫ひ？は，太平洋戦争がもたされていたもう一つの性格，
永久戦争的な性格一日本という「民族運命共同体」が，総力をあげて強大な敵米英の攻略
から自らを守り，ついにはアジアを「解放Jしようとねがったーその国民の深い信念の実
在を示している。だからこそこの戦争は「途中で止められる戦争」ではなかった。島の岸
頭においつめられたサイパンや硫黄島の兵士たちも，半死半生の沖縄のひめゆり部隊も，
勤労動員された女子挺身隊も，それを信じて，途中で止められない戦争を信じて，歯を喰
いしばっても戦ったのである」（前掲書114頁）
日本民衆解放のための国民総連合戦線の構築こそ， 当時の最重要課題であった筈であった。
しかし，当時は，左は旧ソ連と中国の指導を受入れ，右はアメリカの支配を容認した。これ
では，国民総連合戦線の形成は不可能であった。
敗戦当時，占領者へ阿訣追従した日本人の犯した大きな誤謬は，崇高ではあるが非業の死を
遂げた戦没者への弔い方にあった。 それは， 後世の世代に大変な悪影響を残したといわなけれ
ばならない。江戸幕府を倒した戦いの意味について，西郷は次のよう に述べたと伝えられてい
る。
「（倒幕の戦いは一引用者）役人どもの私利私欲のために争われたように見える。しかし，
我々の尊厳を決定するものは，人民の前においていかなるべきものかというだけではなく，
戦いで命を失った今は亡き人々の霊の前においてどうかという問題である」（モリス 『高
貴なる敗北』文塞春秋304頁，下線は引用者）
この西郷の言に従うならば，占領者への拝脆・ 叩頭 ・迎合などの行為は，戦没者を犬死にさ
せたことに他ならない。彼らを犬死せしめたことの代償は大きい。今後，家族のため，故郷の
ため，国のため，あるいは世界のため，また地球のために， 誰も生命を捨てる覚悟で行動しな
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くなるであろう，という ことである。 これまで，人類の発展と進歩は犠牲なくしてはあり得な
かったことを考えるとき，国民的規模で彼らを犬死させた背徳によって，敗戦当時の日本人は，
後世の世代に，その悪影響たるや，想像を絶する程の悪例を与えたのかも しれない。
フランス人ジャーナリスト ベルナ ルー・ ミロー は特攻隊員について言う。
「これら日本の英雄たちは， この世界に純粋性の偉大さという ものについて教訓を与え
てくれた。 彼らは1000年に遠い過去から今日に， 人間の偉大さというすでに忘れられてし
まったことの使命を，取りだして見せてくれたのである」（ベルナーjレ・ミロー内藤一郎
訳『神風J359頁）
神風特別攻撃隊員の献身を賞賛する ミロー の評価とは裏腹に，日本人の裏切りは， 人類の進
歩は， 幾多の犠牲によって成し遂げられてきたという確たる事実への背きであり，人類への冒
漬である。特攻隊員の献身を通して，自己犠牲の模範を世界に示した日本人が，その模範の反
対物ともいうべき裏切り と背徳を行うまで堕落するとは，何たる皮肉であろうか。
3.「和魂Jの喪失を学校教育にみる
これまで，「和魂」崩壊のさまを袖井氏の著書に見てきたが，次にそれの学校教育への波及
を見てみたい。
日教組のスローガンに「子らを再ぴ戦場に送るな」がある。この反戦思想、は，決して故なき
ものではない。未曾有の敗戦を喫し，また原爆の被害者でもあるので，反核 ・反戦 ・再軍備反
対への国民的共感があっても，これは異とするに足らない。
しかしながら，この反戦はアメ リカの軍事力で守られての反戦ではあった。 だから，この「安
全地帯」での反戦は，厭戦に他ならなかった。
いささか我田引水めくが， 小学校と中学校の校長であった， 筆者の父である石沢四郎の著書
『教師と父母をつなぐもの』（自家版）から，ある学童の詩を紹介し， 「和魂」の喪失形態と し
ての厭戦に触れておく。
同書によると，次の詩は，昭和26年，日教組が全国の学童から募集した詩の中から I等に選
ばれたものである。
ぼくは足びっこで
早く走れないから
せんそうやれば
早く逃げられないから
せんそうやらないでください
みんなぼくがあるけないから
おぶってくれるのです
前掲書には，引き続いて，魯迅の愛弟子，白茶の詩がある。
生命は貴し
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愛情の価は
更に高し
石沢： 「洋才」の平成日本は，「手口魂」の明治日本を越えられるか
ああされど
自由の為には
二者共に拙つベし
（松浦雨花訳 なお， 白葬は1931年，龍華で銃殺される）
前掲書の著者は，この二つの詩を比較して，日教組の唱える平和主義の陥穿を指摘する。
「小学校児童の作品と十九歳の中国詩人の作品の優劣を比較しようとするのではない。
問題となるのは，こうした詩を推薦した人々の平和に対する考え方や構えである。
ひとつは逃避，感傷的，生命尊重の自己保存，他は積極，人格的，自己犠牲，格調の
高い香気溢るる詩は， －読我等の心魂を打つものがある。
何れが平和を真に守り， 人類の向上に貢献するであろうかJ（前掲書，22頁）
この詩ひとつからも，戦後日本のいわゆる進歩的教育者 ・評論家が，いかに反戦・平和とい
う名のもとで厭戦を肯定し，自己保身と引き替えに隷属に身をまかせていたかがわかる。隷属
もまた平和。である。しかし， それは奴隷の平和である。本当の反戦は，特攻隊精神の敢闘性を
受け継ぐ戦闘的反戦でなければならなかった。
このような厭戦教育の結果であろうか，曾野綾子著『二十一世紀への手紙』（集英社）には，
日本青年の厭戦志向を示すと思われる，次のような調査結果が載っている。それによると， 日
本青年の10人のうち， 1人しかわが国のために戦わない。
前掲書によると，この調査はアメリカのミ シガン大学の呼び掛けで，世界10か国の研究機関
が参加したもので， 18歳以上の青年男女の価値観に関するアンケートである。日本では電通総
研と通産省の外郭団体である余暇開発センターが担当したという。
質問のひとつに「仮に戦争になったら進んでわが国のために戦うか」がある。この間いに対
して，「戦う」と答えたのは10%で，「戦わない」と答えたのは41%，「わからない」は49%だ、っ
たという。この 「戦う」という答えについての国際比較がある。多い順に並べてみると，一番
多かったのが韓国の85%，ポ｝ランド79%，チリ75%，アメ リカ70%，日本より一つ上位のス
ペインは47%であったという。最下位は日本の10%である。
日本の 「戦う」と回答したものは10%であるから，残り90%，つまり10人のう ち9人は 「戦
わない」公算が強い。 「わからない」が49%というから，日本青年の自衛意識の低さは相当な
ものである。特攻隊を生み出した日本人も変われば変わったものである。
この日本人の変貌ぶりを的確に指摘したアメ リカ人がいる。ジ、ユエル ・シルパ スーティンが，
昭和30年代の日本人の知人に，学校で受けた教育について尋ねたところ，およそ次のような回
答があったことが，「新潮j昭和63年6月号に載っている。
「平和，平和， 平和。とにかく，そればっかり。 平和な状態が何より もいいものだ。そ
う教えられましたよ。人間の尊重を守る戦い？そんなこと教えてくれたかなあJ
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そして，シルパーステインは真珠湾攻撃の精神を呼び戻せという。
「ああいう形の奇襲攻撃を肯定する気は毛頭ないが，少なくても，あのころの日本人には，
自分の生命を賭しでも事にあろうとする自己犠牲的なサムライ精神があったと思う。こう
いう潔さ，毅然たる精神のあり方は，いまや日本にはなくなった」
「それにしても，日本という国は，なぜ，こんなに女々しい固になってしまったのだろ
うか。毅然たる態度とか，危機に立ち向かう勇気とか，かつて日本のサムライが持ってい
た魅力的な気質は，今や影もカタチもないではないか」
つぎの詩は，抵抗精神の欠如は，隷属や如隷性という罪悪に他ならないことを指摘している。
「国民同胞は次のことを知らない。
鼠がその身を猫の噛みきるに任せても，猫は鼠を許さないということを．ノ
自分のすべてを虎の餌食に捧げれば，虎は虎としての性質を一変すると考えることは，
愚の骨頂である。自助力のない民族は，永遠の滅亡あるのみである。（松浦雨花，前掲書
l頁）
これは，今から36年前に書かれたものであり，外国支配からの自己解放志向の欠如，つまり
日本の外国への隷属のもつ意味を指摘したものである。アメリカに支配され，旧ソ連に北方領
土を奪われたままであることなどにも，この隷属・如隷性という問題は，敗戦後から今日まで
日本のアキレス臆であり続けてきたことが現れている。日本の戦後史は，アメリカに隷属し，
あるいは旧ソ連に叩頭し，また中国に拝脆し続けてきた隷属性に彩られている。
具体的な例として，中国の日本非難を取り上げてみよう。敗戦後，歴代の日本政府および多
くの日本人は，中国からの対日非難には，その非難が正当であろうと無かろうと，中国の主張を，
そのまま鵜呑みにしてきたO 中国から『日本の軍国主義・侵略主義云々……』と言われると，
中国の非難が日本の内政干渉になり兼ねない場合で、も，もう頭が挙がらない。
例えば，中国が非難して止まなかった，例の 「文部省検定教科書の書き換え騒動」（文部省
の圧力で，教科書の記述が 「侵略」を「進出」に書き替えられたとして，中国政府は轟々たる
非難を日本政府に浴びせてきた）においても，それは内政干渉であるとして，そのような非難
を断固として接ね除けてしまうべきところであったなのにもかかわらず，当時の日本政府の対
応は，軟弱そのものであった。
この「教科書の書き換え問題」で，なぜに日本だけが，あれほど非難されなければならない
のかが納得しがたしミ。「教科書書き換え」は，日本がかつての中国侵略を反省していないとい
う意味でけしからんと中国政府が考えて，日本に非難を浴びせたのならば，それは，あまりに
一方的だといわなければならない。
日本の中国侵略など足元にも及ばない程の，一世紀にもなろう程の長期間にわたって今日ま
で，中国を侵略し続けている国がある。イギリスである。イギリスは今日でも香港を「植民地
同然として租借」している。香港は，当時の清朝政府がイギリス政府の桐喝のもとで，租借を
強要されたのである。その際に結ぼれた条約を，中国は順守している。
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中国政府は何かにつけて 『日本帝国主義・侵略主義云々』と言って，日本を非難して止まな
いが，その一方，イギリス帝国主義の香港支配を容認しているのは，極めて不可解で、ある。日
本を非難するのならば，それは，イギリス帝国主義の香港支配を終駕させてから行うべきであ
ろう。
旧ソ連時代からの懸案である，いわゆる北方領土返還要求でも，日本は自ら北方4島に限る
必要はなく，千島全島の返還を要求すべきである。
かつて，中ソ間で珍宝島の帰属を巡って，両国間に軍事衝突が起こったことがあった。その
とき，中国は，珍宝島の中国帰属の正当性を主張するに当たって，一世紀以上もまえに，当時
の清朝とロシアのツアー王朝の問に締結された愛障条約の不当性を持ち出して，中国の正当性
を主張した。領土に対するこのような中国の姿勢を見るにつけ，日本の北方領土への取組の脆
弱さが痛感される。社会主義国家であった旧ソ連と現ロシアは，ロシアのツアー時代に侵略し
て獲得した領土を，いまだに返還しようとしない。
日本の過去の戦争を侵略として東京裁判で断罪した連合国の中心であったアメ リカは，フイ
リッピンを植民地として領有していた。
このような諸外国の侵略の事実を，目の当たりにするとき，われわれ日本人は， つぎの松浦
雨花氏の言葉を銘記し，もっと外国からの非難にたいして毅然と対処すべきである。
「しかも，敵（日本との交戦国一石沢）は， しらじらしくも過去の日本を不当に非難すること
によって，現在の日本をいまだに刑余者あっかいにしている。
あま りにも正直，あま りにも柔弱，あまりにも無邪気であった同胞は，敵のこの謀略を威
圧にのって，全世界の前に叩頭し，はては萎縮し，絶望し，堕落して批判と認識の目をつぶし，
民族的栄光への道を諦めた。
しかし，これは逆に敵の悪を助長するための自虐であり，卑屈な謙譲でしかなかった。 忘
れてならぬことは，敵は当時自らつくった宣言を探聞し侵犯して， 自分自身でその宣言の非
理非法性を裏打ちしたことである。しかも， 当時の日本の所謂官僚，教師， ジャナーリスト
等は，こうした悪魔的取引， 歴史の圧殺に対して自虐的に麻酔して心理的に敵に投降したの
である。J（「日本民族の開眼栄光への首途日本の青年に搬すj真理を守る会刊， 4頁－ 5頁）
「毅然」「凍々 しい」「断固拒絶Jという言葉が，いまや日本の社会では死語同然となってしまっ
ているが，これも「和魂」の喪失と無関係でありえまい。敗戦後，右翼も左翼も，総じて日本
人には，外国の不当な圧力に対して，それを断固と して拒絶する姿勢をなくしてしまい，われ
われはヌエ的で微温的な体質になってしまった。このような体質の日本人となったのも，「和魂」
の現代版を持ち得なかったことにある。
4.「和魂Jの脆弱性
日本人は，大東亜戦争でアメリカ ・イギリスなどに敗れるまでは，外国との戦いに敗れ，被
占領体験といったものを， その歴史上で日本人は持っていなかった。ここに，「和魂」の脆弱
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性があるのではなかろうか。
蒙古軍の来襲で，神風が吹いて元軍の日本侵略が失敗に終わったのは，つまり，神風による
日本の傍倖的勝利は，いま考えてみると，それが果たしてよかったのだろうかと，疑問に感ず
るのである。『神風連とその時代』（葦書房）の著者である渡辺京二氏は，幕末に嬢夷戦争を体
験していたならば，「先の大戦の敗北のさいの日本人の態度は決定的に違っていただろう」と
言う。
もし日本が敗れていれば，わが国の歴史上はじめての敗戦初体験をつむことができたであろ
うし，それは，歴史的体験として継承されて， 「和魂」の形成上プラスとなり，もっと強靭な 「和
魂」ができあがったのではなかろうか。も し， そうであったならば，連合軍の占領に際しでも，
当時の日本人が，あれ程の迎合 ・拝脆・叩頭という醜態を演じることもなかったろう。
渡辺氏によると，幕末期にあって熊本の人で，宗教家であり思想家であった林棲園は， 欧米
諸国との全面戦争の必要を説いたという。棲園は欧米諸国と戦わなければ，日本が滅びると予
言したといわれている。
また，棲園は徳川幕府の日本開国のやり方に反対したという。それは，開港が外国勢力の武
力伺喝に屈する形でなされるからである。「彼が保持したのは『国を聞くも閉ざすも我が望む侭』
という主体性である」（前掲書49ページ）
「この主体性を脅迫によって牒閉された結果としての開港は，たとえそれが亡国を回避する
現実的方便であっても，精神的亡国につながると彼（林棲園一引用者註）は考えるのである」（同
ページ，下線は引用者）と渡辺氏は述べる。
同著者によれば，棲園は国民戦争でもって，欧米と対決すべきことを主張し， 「戦闘はかな
らず負けだ」が「だが戦争は勝ちだ」という。欧米の軍隊は「客兵」であるから「補給路の長
大さと地理不案内」という弱点を有する。だから，「嬢夷の狂熱を国民遊撃戦争に組織できた
ならば，その消耗に耐えうる西欧列強がどこにあったろうか」と同著者は語り，さらに「棲園
のいう擾夷戦争とは，老朽腐敗した支配層を一掃して民族の血をよみがえらせるような，きわ
めて内面的な更新過程なのである」（以上，同頁）という。
敗戦後の 「和魂」の在り方は，占領軍へのレジスタンスという形でなければならなかった。
このような抵抗こそ，先に述べた色川大吉氏の規定する今次大戦の 「永久戦争的な性格」から
いっても，当然の帰結であろう。
にも拘らず，当時の日本共産党でさえ，占領軍を解放軍として迎えたのである。もっとも，
当時，牢獄につながれていた日本共産党の幹部は，占領軍によって牢獄から「解放」されたこ
とも事実であるが。当時の日本共産党でさえ，こうであったのだから，占領軍へのレジスタン
スなどを，当時の一般国民に求めるのは無理なことだったのかもしれない。
一一ー 「和魂」の国際性とアジア諸国民との連帯一一一
日本人には他のアジ、ア人への蔑視観が巣くっているといわれるが これは脱亜入欧以来の日
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本の宿病といっていいのかもしれない。そして21世紀の日本の将来は，アジア諸国との友好関
係如イ可にかかっているとも，いわれている。
これまで論じてきた「和魂」は，これは「国粋」と同義と言ってもよかろうが，この 「和魂」
という国粋性が国際性に繋がる可能性を，青木征四郎のインドネシアにおける行動の軌跡に見
てみたい。
後藤乾一 『火の海の墓標』（時事通信社）によると，日本敗戦後， 青木はイ ンドネシア人に
よる抗オランダ独立戦争に参加したという。そして，オランダ軍の囚われの身となって，“イ
ンドネシア・ゲリラ兵”として銃殺される。次はそのときの辞世の句である。（前掲書204頁）
クニオモフ ヤマトオノコノチリギワハサカリミジカキサクハバナカナ
青木をして抗オランダインドネシア独立戦争に駆り立てたものは「あくまでも“大和おのこ
のますらお”として“堂々”の死をまっとうしようとした強烈な日本人意識であったjと前掲
書の著者はいう。この青木の行動の軌跡は，国際的なコンテクス トの下で現れた「和魂」と解
釈でき，ここに 「和魂」の国際性を筆者はみる。「和魂」 という国粋性が国際性に転稼すると
いえる。このことから，「和魂Jは国際人を形成する要素になり得ることがわかる。
もうひとつ，「和魂」のもつ国際性を，フィリツビンにおける神風特攻隊顕彰の事例に見て
みよう。森本忠夫『特攻』（文嚢春秋社）にある話である。
フイ リッピン人のダニエル・ H・ デニソン氏（画家 ・歴史協会員）は，猪口力平・中島正 『神
風特別攻撃隊』（英語版）を読み，次のような読後感を書いたという。
「私はこの書を熟読し，祖国愛にもえて散華した，これら若い特攻隊員に思いをはせる
とき，感激の涙を禁じ得なかった。彼等は永遠に記憶され，尊敬されるべきであると確信
する（後略）……」 （前掲書308頁）
前掲書によれば，デニソン氏はこれらの特攻隊員を顕彰するために，記念館を建てたいとい
う意向を漏らしているという。先に挙げた青木征四郎の行動といい，デニソン氏の神風特攻隊
員への評価など，つま り外国人による特攻隊員などへの高い評価自体が「和魂」という国粋性
が国際性をもつことが立証されている。「和魂Jには，日本とアジアや世界との掛橋になり得
る要素が内在している。
21世紀の日本のアジア諸国との関係は，「和魂」の転稼形態である国際性を拡大強化し，両
者の関係を共生共死の運命共同体としての連帯にまで高めるものでなければならない。これが，
「和魂J（国粋）の止揚としての否定（国際）である。「和魂」に限らず，いかなる民族の固有
の精神（国粋性）には，人類一般に通ずる普遍性がその底流にはあるのではなかろうか。
次の抗仏戦争でのベトナム人の抵抗のありかたは，日本の特攻隊員精神が感じられる。
「デイエンビ、ェンフーの戦闘では，多数の砲車，弾薬を山の上にヲ｜きあげるために少女
たちも多勢動員された。彼女たちは夜間，途にランプを点じて縦列をつくった。それによっ
て敵の爆撃を頭上に呼び寄せ，敵の爆弾によって岩を砕き，道を拓くためであった」 （村
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上兵衛 『再検証「大東亜戦争」とは何か』 126頁）
この少女らの掲げるランプの光の列を目がけて，敵軍の爆撃機から投下される爆弾で爆死す
るベトナムの少女たちの行動は，日本の特攻隊兵士のそれと同じである。
日本人とその他のアジアの人々を比べてみよう。
祖国解放の大義に殉じようとして，このような凄絶な精神力に裏づけられた戦闘力でもって，
自らの解放を勝ち得てきたベトナム人。
日本の敗退後，抗オランダ独立戦争を勝ち抜いたイン ドネシアの人々。このような人々が新
生アジアの諸国民である。
さて，我が日本には，特攻隊員の遺志を裏切り， 「和魂」を捨て去り， 小市民的な生き方に
耽溺してきた日本人がいる。道徳的 ・倫理的に類廃している今日の日本人の状況は，次のエピ
ソー ドにうかがえる。イン ドネシア独立軍に加わった， もと日本軍の軍属であった南里氏 （在
インドネシア）は，『帰らなかった日本兵』の著者に次のように語ったという。『あんた，東京
には女が裸でコ ヒー をー持ってくる喫茶店があるんだ、って ！ 日本はひどいですな。こんど日
本に帰ったら，経営者と女と客を全部叩き切って靖国神社で戦友と会います。その時， 日本の
指導者が私をどう裁くのか見たいものです。（中略）我々はあんな日本にするために戦争に行っ
たわけではありませんO それなのに何だ！ これでは祖国は破滅します』（前掲書103頁）
敗戦後の日本人のある者は，かつての敵国に隷属し，日米安保条約を容認し，アメリカの世
界戦略に組み込まれることを肯定した。また，ある者は， 旧ソ連に拝脆し，中国に叩頭し続けた。
そして日本は商人国家へと変身した。真の反戦ならば話は別であるが，大方の日本人の反戦平
和は，反戦平和とはいうものの， 厭戦に他ならない反戦平和であった。 「日米安保条約で守ら
れた」反戦という欺臓と虚偽に酔いしれ，奴隷の平和に耽溺した日本人。叩頭・拝読 ・隷属 ・
自己保身などに走り，厭戦という名の平和 ・平和を求める日本人。このような軟弱日本人と新
生アジアの人々との聞に，果たして橋が架けられるのだろうか。
5.「和魂J再創造の視点
「和魂」の再形成を論ずるとなれば，松浦雨花氏 （本名，松浦珪三・故人・亜細E大学教授）
の伝統と歴史に関する視点は欠かせない。同氏の著 I日本民族解放の要素j（真理を守る会刊）
には， 「古いものを全部つぶして，新しいものだけで新しいものが生まれるのではない。 否，
新しいものとは，古い要素を含めての“新”であるJ(10頁）とある。 同氏の歴史解釈の視点を，
もう少し詳しく見てみよう。
「少年期を否定した人間の一生はない。大人の中には， 少年期を含んでいる。
少年期から遊離した突然変異の大人というものはいなし3。大人は大人であると同時に，
また少年の要素をもっている。
大人とは，少年と大人が一体となって成長し，発育していく過程においての大人であ
る。大人が少年でなくなったということは，少年のもつ幼稚な状態から，絶縁したこと
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ではなく，その幼稚さを内包しながら，その矛盾のままで高く転化し，拡大されたこと
をいうのである。
歴史は成長の形（進化）をとるというのは，歴史のもつ善悪を選り分けることでもなく，
またその善悪から離脱することでもない。
別の言葉でいえば，封建制のもつ伝統を，回顧的に，また硬化的に考えないで， 封建
制のもつ正しい伝統を現実の条件に発展させることである。
これが，大人が子供でなくなったことを意味する。
そして，これが封建制の止揚としての否定の姿である」 （前掲書12頁，下線は引用者）
松浦氏のこの見解に従えば，武士道も特攻隊員の軌跡も，現代版 「和魂」の形成の糧としな
ければならないことがわかる。この武士道と特攻隊員の精神を，なぜ日本の今後に必要なのか
という理由を，この松浦氏の言説は教えてくれる。
国際基督教大学教授の斎藤和明氏は，新日本製銭株式会社広報室編 『日本の心I・文化と伝
統』（丸善ライブラリー）において，アパン ・モリスの日本英雄論のエッセンス 「誠」 を紹介
している。神風特攻隊員の精神は， この「誠」のあらわれとモリスはいし冶， それに対して斎藤
和明氏は，次のようにコメント している。
「（モリスは）日本人に対しては，私たちが古くからの 「誠」の伝統をいま保持できて
いるか，しかも一地方あるいは一国家の重大事のために自らを犠牲にするのではなく，もっ
と大きなことのため，地球全体の重大事のために生命を捨てられるか， と問いかけている」
（前掲書70頁）
この斉藤氏の指摘はもっともである。特攻隊員の精神を，世界的な課題の解決への挺とでき
なければ，われわれは彼らから学んだとはいえない。 小は個人の問題から，大は地球的規模の
問題を解決するために，特攻隊員の純粋性・滅私奉公の魂は生かされなければなるまい。
このことは，先に挙げた松浦雨花氏の「封建制のもつ伝統を，回顧的に，また硬化的に考え
ないで，封建制のもつ正しい伝統を現実の条件に発展させることである」（松浦雨花著前掲書12
頁）からも，うなずけるところである。
しかし，地球規模の問題解決への志向に先立って，まず，わが日本の類廃を否定するところ
から，ことを始めなければなるまい。日本の頚廃は，つまり一国の類廃は，世界の問題の一部
である。数珠はその玉がひとつでも欠けると，数珠としての体を成さない。日本は，世界の一
部であるから，日本の類廃をただすという ことは，それ自体，優れて地球規模の問題に取り組
むことに他ならない。日本の変革は，アジアの変革， 世界の変革に繋がっているのだから。
全土 ヲK
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江戸幕末にあって， 明治維新の変革のエネルギーの源泉であった武士道としての「和魂」は，
明治時代には，まだ，その残照を残していた。それは，義和田との戦闘における日本兵士 （村
上兵衛『守城の人一明治人 柴五郎大将の生涯』）にみることができた。その後， その残照は
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消え去ったかに見えた。しかし昭和に至って，日本の命運をかけ，日本という運命共同体を
防衛するために戦った大東亜戦争において，「和魂Jの残照は，再び，特攻隊員の献身という
形で顕現した。しかし， 「和魂jは敗戦でその命脈が尽きた。
現代版「和魂」の再構築は，戦没者，とりわけ特攻隊員が全国民的規模で追慕されていない
ので，まず，特攻隊員の献身の再評価から始めなければならない。特攻隊員への共感を国民規
模で醸成するものでなければならない。
利根川裕 『日本人の死にかた』（朝日文庫）に， 『平家物語』が語りつがれる理由が書かれて
いる。
「人聞が社会的動物である以上，その死もまた社会的出来事である。死者はおもいでの
なかによみがえる。未練のなかで生き残る。一人が死に終わったところから，その死を背
負った遣された人たちの生がはじまる。そこから， 物語や文芸が成長しはじめる。『平家
物語Jをはじめとする軍記物語は， 戦闘の記録であるとともに，死者たちへの哀切な追懐
が生みだしたものであった」（24頁）
陸と海と空に散った230万の戦没兵士， 80万の戦没非戦闘員，わけでも特攻隊員の献身を語
る現代版『平家物語Jが，今こそ，生まれなければならない。しかし，それは，単なる鎮魂だ
けであってはいけない。それは，戦後日本の悪徳を清算するものでなくてはならない。その悪
徳とは厭戦平和主義，外国への隷属と拝脆，あられもない自己保身……を破砕するものでなく
てはならない。特攻隊員の戦闘的至純性を受け継ぎ， 戦闘的抵抗の覚悟を養う ものでなければ
ならない。
日本の将来は，小手先の改革改良では，未来への展望は拓かれない。堕落日本の破砕と新し
い日本を創造せずに，日本の国際貢献もあり得ない。新生日本の誕生なくして，白本の世界平
和への貢献もアジア諸国との連帯もない。そのために， 「和魂」 の再構築が必要で、ある。
追記（1）：松浦雨花（本名，故人松浦珪三） 氏は魯迅の著作を初めて日本へ紹介したことで知
られ，中国学の碩学であった。いささか個人的なことで恐縮であるが，著者と今は
亡き松浦雨花氏との関係に触れておきたい。松浦雨花氏は筆者の父の師であった。
そして，筆者にとっても，恩師であった。これまで述べてきた筆者の論の根幹には，
同氏の馨咳に接して受けた教えがある。ここに記して，その学恩に感謝したい。
追記（2）：私的なことであるが，本稿を書かせる動機のともなった筆者の父のことに触れてお
きたい。父は江別太小学校（北海道江別市）校長の時代，先の大戦で戦没した同校
の卒業生らの遺影を学校内に掲額し，これら教え子たちの慰霊を通じて，彼らの殉
国の精神 自己犠牲に顕現された彼らの至純性と敢闘精神 を現代の学校教育に生
かすために， 同校の北教組の組合員である教員らと共闘したのであった。 同校のこ
のような教育実験から， 筆者は大きな影響を受けた。
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